
令和元年 10 月 31 日 

佐渡市交通政策課空港整備対策室 

 

新潟空港新潟港佐渡汽船ターミナルアクセス改善事業の継続について 

 

事業目的： 新潟空港を利用する佐渡市民及び新潟空港を利用して来島する観

光客等の利便性の向上を図り、現在休止中の佐渡新潟航空路線の早

期再開に資することを目的とする。 

 

事業主体：佐渡新航空路開設促進協議会 

 

実施期間：平成 29 年７月１日～令和２年 3 月 31 日 

 

実施形態：道路運送法第 21 条許可による運行委託（社会実験） 

     新潟空港新潟港佐渡汽船ターミナル間を 1 日 4 往復 8 便運行（直通） 

     大人（中学生以上）600 円、小人（小学生）300 円、就学前児無料 

     運行経費から運賃収入を差し引いた赤字分を委託料として支払う。 

     ※赤字分の 1/2 は新潟空港二次交通整備支援事業（新潟県）からの補

助（令和 2 年度で終了予定） 

 

運行実績：平成 29 年度 2,221 人（Ｈ29.7 月～Ｈ30.3 月）、1.1 人/便 

     平成 30 年度 5,194 人、1.8 人/便 

     令和 元年度 4,092 人（Ｈ31.4 月～Ｒ1.9 月）、2.8 人/便 

      

総  括： これまで社会実験として約 2 年間運行した結果、利用者数は年々

増加しており、アンケート調査の結果からも本事業のニーズは高い

ものと判断できる。 

      しかし、運行事業者が自主運行するまでのレベルには達しておら

ず、更なる利用者増の取組及び運賃の見直し等の検討により、補助

金に頼らない自主運行へと誘導する必要がある。 

      令和 2 年度については、6 月末を以て道路運送法第 21 条による許

可期限が切れることから、4 月 1 日から道路運送法第 4 条による許可

に切替えてこれまで同様の形態で運行を継続したい。 

      なお、運行場所が新潟市内であることから新潟市都市交通政策課

と新潟市内の運行事業者等と十分な協議を行い、進めていきたい。 
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